
電源を入れる方法：電池ホルダーを閉める

電源を切る方法：電池ホルダーを開ける
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電源を入れると、補聴器はあらかじめ調節
された音量とプログラムに自動的に設定さ
れます。

スタートアップの遅延が設定されている場
合、電源を入れてから数秒後に一瞬音が出
た後再び無音になり、その後約 9 秒または
15 秒後に動作します。

ポイント

注　意



ミロ SP/UP の場合
左右を色で見分けることができます。

　赤色：右耳用　　　左耳用：青色
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両耳装用の場合、左耳用（青色）と右耳用（赤色）が
マークされていると便利です。図のように、電池ホ
ルダーを開けると見えるようになっております。詳
しくは、お求めの販売店にお尋ねください。

ミロ マイクロの場合

補聴器を耳に装用する方法

装用の前に



２．イヤモールドは耳穴の後ろの耳介部分を軽く
　  後ろに引きながら、イヤモールドを耳の中に
　  ゆっくり入れます。入りにくい場合は、販売
　  店にご相談ください。
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補聴器を耳に装用する方法
（ミロ SP/UP の場合）
１．図のようにイヤモールドを持ち、そのま
　  ま耳の穴にイヤモールドを近づけます。
　  イヤモールドを耳穴に入れたあと、補聴
　  器本体を耳介の後ろにおさめます。
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３．図のようになっていれば装用できている
　  状態です。

補聴器を耳に装用する方法
（ミロ マイクロの場合）
１．耳の上部に補聴器をかけます。
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２．オープン型耳せんが付いているマイクロ
　  チューブを図のように持ち、外耳道に
　  オープン型耳せんをゆっくり押し込みます。

３．マイクロチューブのストッパーを図のよう
　  に耳のくぼみに沿うようにはめます。マイ
　  クロチューブが耳から浮かないようにをし
　  っかりとはめてください。
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ストッパーが長い場合は、少し切り取ることも
可能です。その際、固定できないほど短くしな
いように十分気をつけてください。

オープン型耳せんは、マイクロチューブから外
れないように作られていますが、万が一耳せ
んが中に入ってしまった場合には、医療機関に
ご相談ください。

注　意
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（ミロ マイクロ の場合）
補聴器を耳から外すには、マイクロチューブの
根元をつかみゆっくり耳から取り出します。

補聴器を耳から外す方法
（ミロ SP/UP の場合）
イヤモールドをつかみ、ゆっくり耳から取り
出します。



プログラムの切り替え方法

プログラムスイッチを押すたびにプログラ
ムが切り替わり、切り替わる時に確認音が
鳴ります。
プログラム設定している場合、手動で切り
替えることが可能です。

ミロ マイクロ の場合

ミロ SP/UP の場合

各プログラムの設定内容は次ページをご参
照ください。
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プログラム設定表

※1 プログラム2と3にはTコイル , Tコイル＋マイク, FM, FM＋マイクの何れかのプログラム
　　のみが選択可能です。
※2 ミュート（無音）を選択している場合、音は聞こえませんが、電池は消耗しています。
※3 確認音は消すことも可能です。（プログラム1～プログラム3）

プログラム
プログラム1
プログラム2※1

プログラム3※1

ミュート※2

　　　　　　　設　定　内　容 　　確認音※3

“ピ”（・）
“ピピ”（・・）
“ピピピ”（・・・）
　 確認音なし
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話し手と聞き手の距離が離れた場所や周囲が騒が
しい場所など、補聴器だけでは聞き取りが困難な
環境があります
FM システムは話し手の声をマイクロホンでキャッチ
し、FM 電波（169MHz 帯）によって聞き手に快
適な聞こえを提供する補聴援助システムです。
FMシステムは送信機と受信機が必要です。
FMシステムの詳細については FMシステムのカタ
ログをご覧ください。

　　　FMシステムと補聴器の場合

　　　　　　　FM送信機の
　   　　　　　マイクロホン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　FM受信機

　　　　　　　FM送信機

■FMシステム（別売）
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FM 送信機
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学校生活用にデザインさ
れた送信機です。言語獲
得中の子どもに最適です。
日本語表示で操作も簡単
です。

ビジネスやプライベートで
使用できるおとな向け送
信機です。話し手の首にか
けて使用します。指向性の
切り替えができるマイクロ
ホンを搭載しています。

ビジネスやプライベート
で使用できるおとな向け
送信機です。話し手の首
にかけて使用します。ボ
タン 1 つで扱え、操作が
簡単です。

インスパイロ
inspiro

ズーム・リンク・プラス
ZoomLink+

イージー・リンク・プラス
EasyLink+製品名

写真

特徴



FM 受信機
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別途、オーディオ
シューが必要です。

ミロ マイクロ：AS12
ミロ SP　　：AS11
ミロ UP　　：AS10

ミロ マイクロ
ミロ SP
ミロ UP

ミロ SPミロ UP ミロ マイクロ
ミロ マイクロ
ミロ SP
ミロ UP

補聴器のTコイル
を利用する首か
け型受信機です。

エム・エル・エックス・アイ 

MLxi
マイ・リンク・プラス

MyLink＋
エム・エル・イレブン・アイ

ML11i
エム・エル・トウエルブ・アイ

ML12i

専用の一体型受信機です。補聴器と
一体型のため紛失の心配がありません。
オーディオシューは不要です。

エム・エル・テン・アイ

ML10i
製品名

対応
補聴器

特徴



FM 受信機・オーディオシューの取り付け、取り外し

受信機、オーディオシューを以下の手順で取り付け、取り外しを行います。
（※）FMシステムを使用しないとき、受信機、オーディオシューを取り外す必要はありません。

■ 取り外し

　オーディオシューのつまみを押し下げながら
　補聴器をスライドさせます。

■ 取り付け

①専用の電池ホルダーに交換します。
②図のように受信機、オーディオシューを押し
　込み電池ホルダーの溝に沿ってスライドさせ
　ます。
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FMシステム使用手順
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FM 用プログラムを補聴器に設定
します。
プログラムスイッチで FM用プロ
グラムに切り替えます。

補聴器にTコイル用プログラム（MT）
を設定します。
プログラムスイッチで Tコイル用プロ
グラムに切り替えます。
MyLink+ の電源をオンにします。

1.

2.

1.

2.

3.

MLxi、ML10i、ML11i、ML12i MyLink＋

プログラムスイッチ操作による手動切り替え切り替え方法

受信機

手順

プログラム
スイッチ



補聴器を長くお使いいただくために、日ごろか
らのお手入れをお勧めします。

１．補聴器本体から電池を取り出します。

２．ティッシュペーパーや柔らかい布で、補聴
　  器本体と電池についた汗や汚れを拭き取り
　  ます。

３．電池ホルダーの中も湿気があるとさびやす
　  いため、綿棒などで水分を取ってください。

４．耳せんやイヤモールドが耳あか等でつまっ
　  ている場合は、ブラシなどで取り除いてくだ
　  さい。

補聴器をお手入れする際に、家庭用洗剤（石鹸、
洗剤粉等）は絶対にご使用にならないでくだ
さい。

■ご使用後のお手入れ方法
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注　意



乾燥ケースを使用される場合は
電池ホルダーを開けたまま補聴器を乾燥ケース
に入れて下さい。

補聴器から必ず電池を取り出してください。
補聴器から取り出した電池は乾燥ケースにいれ
ないようにしてください。

■補聴器の保管
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注　意



第一段階

■初めてお使いになる方に

初めは静かな家の中等で使用し、補聴器をつけることに慣れて下さい。最初は自分の声に
違和感がありますが、本などを声に出して読んだりして違和感がなくなるまで練習します。
練習は10分ほどから始めて徐々に長くしますが、疲れたらすぐ休んでください。

第二段階
静かな部屋で、身近な人と一対一で話す練習をしましょう。

第三段階
複数の身近な人と話をする練習をします。どの人が話をしているか聞き分けてみましょう

第四段階
慣れてきたら、外で聞く練習をします。

注意：補聴器の音が小さかったり、周囲の音が大きく感じたら販売店にご相談ください。
補聴器の再調整が必要となります。
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補聴器が聞こえづらくなったときは、まず下記のようにお調べください。

■故障かと思われたときは

電池がなくなっていませんか？
1

新しい電池に交換してください。

クリーニングしてください。

きちんと耳に入れなおしてください。

耳せんやイヤモールドがつまって
いませんか？

2

耳せんやイヤモールドが正しく耳に
入っていますか？

3

販売店へご相談ください。

いいえ

いいえ

はい

はい

いいえ

はい
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（6～7ページ）

（23 ページ）

（10～14 ページ）



■仕様・性能（ミロ マイクロ）
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適 応 聴 力 範 囲
規 準 周 波 数
最 大 音 響 利 得
90dB 最大出力音圧レベル

等 価 入 力 雑 音レベ ル
全 高 調 波 ひ ず み

電 池 の 電 流
使 用 電 池
電 池 寿 命
誘 導 コ イ ル の 感 度

*本データは JIS C 5512：2000 の密閉形擬似耳により測定・表示してあります。
：
：
：
：

：
：

：
：
：
：

軽度～中等度
1600 Hz
  40 dB ±5 dB
117 dB ±5 dB（1600Hz）
129 dB SPL 以下（ピーク値）
  30 dB SPL 以下
  500 Hz   4.0% 以下
  800 Hz   3.0% 以下
1600 Hz   3.0% 以下
1.80 mA 以下
PR48（13）
155～240時間
70 dB SPL ±6 dB（磁界の強さ 1 mA/m ループに
対して垂直の時最大） *誘導コイルは規準値で測定

90dB最大出力音圧レベル周波数レスポンス
（入力音圧レベル 90dB SPL）

周波数

出
力
音
圧
レ
ベ
ル

規準周波数レスポンス
（利得最大 -7dB）（入力音圧レベル 60dB SPL）

周波数

出
力
音
圧
レ
ベ
ル

  *本カタログに掲載された電池寿命：JIS規格に基づいて測定した電流値から換算した参考値です。
　フォナック純正電池を使用したときの目安です。ご使用の状況・気温・温度等
　の環境の影響によって電池寿命は大幅に変わります。

誘導コイル入力周波数レスポンス
　　　

周波数

出
力
音
圧
レ
ベ
ル

120

90

80

70

dB SPL

110

100

100 200 500 1K 2K 5K 10K Hz

130

100

90

80

dB SPL

120

110

100 200 500 1K 2K 5K 10K Hz

120

90

80

70

dB SPL

110

100

100 200 500 1K 2K 5K 10K Hz



■仕様・性能（ミロ SP）
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適 応 聴 力 範 囲
規 準 周 波 数
最 大 音 響 利 得
90dB 最大出力音圧レベル

等 価 入 力 雑 音レベ ル
全 高 調 波 ひ ず み

電 池 の 電 流
使 用 電 池
電 池 寿 命
誘 導 コ イ ル の 感 度

利 得 調 整 器

*本データは JIS C 5512：2000 の密閉形擬似耳により測定・表示してあります。
：
：
：
：

：
：

：
：
：
：

：

高度～重度
1600 Hz
  65 dB ±5 dB
131 dB ±5 dB（1600Hz）
142 dB SPL 以下（ピーク値）
  30 dB SPL 以下
  500 Hz   4.0% 以下
  800 Hz   4.0% 以下
1600 Hz   3.0% 以下
1.80 mA 以下
PR48（13）
140～220時間
97 dB SPL ±6 dB（磁界の強さ 1 mA/m ループに
対して垂直の時最大） *誘導コイルは規準値で測定
可変幅 ±6 dB の場合
約 2.0 dB ずつ 3 段階
可変幅 ±10 dB の場合
約 2.0 dB ずつ 5 段階
可変幅 －20 dBの場合
約 2.0 dB ずつ 10 段階
可変幅 －30 dBの場合
約 2.0 dB ずつ 15 段階

90dB最大出力音圧レベル周波数レスポンス
（入力音圧レベル 90dB SPL）

周波数

出
力
音
圧
レ
ベ
ル

規準周波数レスポンス
（入力音圧レベル 60dB SPL）

周波数

出
力
音
圧
レ
ベ
ル

  *本カタログに掲載された電池寿命：JIS規格に基づいて測定した電流値から換算した参考値です。
　フォナック純正電池を使用したときの目安です。ご使用の状況・気温・温度等
　の環境の影響によって電池寿命は大幅に変わります。

誘導コイル入力周波数レスポンス
　　　

周波数

出
力
音
圧
レ
ベ
ル

130

100

90

80

dB SPL

120

110

100 200 500 1K 2K 5K 10K Hz

140

110

100

90

dB SPL

130

120

100 200 500 1K 2K 5K 10K Hz

130

100

90

80

dB SPL

120

110

100 200 500 1K 2K 5K 10K Hz




